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DX戦略構築および推進
の要諦が学べる

通年参加することでマインド
セット、リテラシーの向上が

図られる

データドリブン経営の進め方、
活用事例が学べる

DX戦略推進研究会

データの活用による
付加価値向上と人材育成の推進
そのための骨太のDX戦略
DXがビジネスの未来を切り拓くためには、積極的なイ
ノベーションが欠かせません。特に、データの利活用と
DX人材育成が企業の成長と成功において不可欠な要
素となっています。異なる分野の知識を深く追求し、ビ
ジネスモデルの多様性を追求する中で、デジタルの力
を最大限に引き出し、競争優位性を構築することが鍵
となります。
そのためには、データ利活用において優れた成果を挙
げている異業界から学び取ることが、新たなDX戦略の
展開に繋がります。また、DX人材育成として、デジタル
領域でのスキルや知識を効果的に育成していくこと
が、企業全体をスムーズなDX変革へと導きます。

100年先も一番に選ばれる会社へ、決断を



検索

ホームページからお申込みください。詳細もご覧いただけます。

お問合せ

お申込み

参加概要

受講対象

会　費 お1人様（全6回通し）

30名様定　員

495,000円

1名様追加料金
（同一企業様）

1回 66,000円

※金額は全て税込表記です。

全6回 429,000円
※FCCF受講費を含みます。

携帯電話・スマートフォンからはこちら▶

第１回

第２回 
第３回 
第４回 
第５回 
第６回

開催要項研究会メンバー （一部抜粋）

◎1日目/午後開始・2日目/午前終了

※日程・開催時間等は変更になる
　場合がございます。予めご了承ください。

ファーストコールカンパニーフォーラムの
視聴アカウント付き

お申込みされた方以外の受講もOK！
例えば1・2回目は社長様が参加、3回目は
他の経営幹部様が参加などに変更可能です

詳細は、弊社ホームページをご参照ください。
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タナベコンサルティング 東京本社
〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-8-2 鉃鋼ビルディング9F
〈TEL〉03-6758-0070

タナベ　DX戦略推進研究会

2024年

2024年

2025年

2025年

2025年

2025年

9/17（火）・18（水）
11/14（木）・15（金）
1/23（木）・24（金）
3/17（月）・18（火）
5/22（木）・23（金）
7/28（月）・29（火）

経営者、経営幹部、情報システ
ム担当者、事業責任者などDX戦略推進研究会リーダー

武政 大貴
財務省で金融機関の監督業務や法人
企業統計の集計業務などを担当後、企
業経営に参画したのち当社に入社。実

行力ある企業(自律型組織)構築を研究テーマとして、見える
化手法を活用した生産性カイカクを中心にコンサルティン
グを実施。生産性の改善を前提に、DXビジョン、IT構想化、
ERP導入支援およびSDGs実装支援など世の中の潮流に
あわせたコンサルティングメソッドを研究開発しながら実行
力ある企業づくりにおいて高い評価を得ている。

サブリーダー

松永 大樹
サブリーダー

小谷 俊徳

こんな方は
ぜひご参加
ください

□  DXやデジタル化の推進による企業成長を考えている経営者・役員

□  デジタルを活用して、従来の見える化手法を強化したいと考えている現場責任者

□  DX推進のために具体的にどのように実行するのか検討している

　  部門責任者および情報システム部門責任者
デジタル・DXの戦略・実装情報 検索詳細はWEBを

ご覧ください

タナベコンサルティンググループやそのパートナー企業が、それぞれの専門
領域ごとに最適なソリューションをご提案する、DXの専門サイト。 豊富な
経験から導き出したメソッドや、実施した成功事例、課題解決のためのフ
レームワークやデータ活用ツールなどもご紹介しています。

ダウンロード資料（一部抜粋）

デジタル活用の目的は単に業務効率化を図るだ
けではない。効率よく得られたデータを活かし、付
加価値を生み出すことである。異業種の成功事例
を学ぶことも、活用展開では大いに参考になる。

デジタルを活用した事業設計　

デジタル・DXの戦略・実装情報サイト

最終的にデータを使いこなすのは「人」である。マ
インドセットからリテラシー向上まで計画的に育成
していく必要がある。また、情報の「属人化」の脱皮
が必要である。

デジタル人材育成の要諦

ビジョン、戦略を錦の御旗にデータを活用し企業
成長を果たしていく。自社の競争優位を築く真の
DXとは骨太のデジタルバックボーンを描き実行
することに他ならない。

企業価値を高めるデータ活用～真のDX化～

データ活用のステップは企業ごとに様々である。
一足飛びに進めることはできない。ビジョン、戦略
のもと全員参加で地に足を付けた継続的な取り
組みが必要である。

デジタルを活用した組織運営　

データは財産であり企業成長の糧である。企業成
長のために経験と勘の経営からデータ利活用に
よる経営への進化が必要である。

データドリブン経営概要01
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データの源泉は現場にあり！いかに効率よく経営目
的達成のために現場のデータを収集し活用するか。
全社員のベクトル統一から実行力強化が当然必要で
ある。

データの源泉は現場にあり02
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（講演）

（講演）（講演）

（講演・視察）

（講演・視察）

（講演・視察）


